
二冥

二冥

報

第
二
八
回
総
会
及
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
第
二
人
回
総
会
及
び
研
究
集
会
は
、
二
〇
〇
六
年

一
二
月
二

。
三

日
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
資
料
館
講
堂

・
小
講
堂
に
お
い
て
、　
三
ハ

ニ
名
の
個
人
会
員
、　
一
団
体
の
団
体
会
員
、
及
び
二
名
の
海
外
会
員
の
参
加
を

得
て
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
藤
原
京
跡
左
京
七
条

一
坊
出
土
木
簡

。
西
大
寺

食
堂
院
跡
出
土
木
簡

（以
上
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
）、
滋
賀
県
西
河
原
宮
ノ
内

遺
跡
出
土
木
簡

（側
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
〈〇
、
徳
島
県
観
音
寺
遺
跡
出
土
木

簡

（帥
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）、
難
波
宮
跡
出
土
木
簡
レ
プ
リ
カ

（側
大

阪
市
文
化
財
協
ハ〇

な
ど
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
開
発
の

木
簡
解
読
ソ
フ
ト
〓
ｏ
″
Ｊ
β
∽
Ｊ
噂
の
実
演
も
行
な
わ
れ
た
。

◇
二
〇
〇
六
年

一
二
月
二
日

（土
）
盆

〓
一時
～

一
人
時
）

第
二
人
回
総
会

（議
長
　
清
田
善
樹
氏
）

栄
原
永
遠
男
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
議
長
を
選
出
し
、
以
下
の
報
告
が
行

な
わ
れ
た
。

会
務
報
告

（渡
辺
晃
宏
委
員
）

会
員
の
状
況

（個
人
会
員
三
四
三
名
、
団
体
会
員
三
団
体
、
二
〇
〇
七
年
度
の
新
入

会
員
五
名
）、
会
員
サ
ー
ビ
ス
、
会
誌
販
売
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

九
州
特
別
研
究
集
会
実
行
委
員
長
の
坂
上
康
俊
委
員
よ
り
、
二
〇
〇
六
年
九
月

一
五

。
一
六
日
に
開
催
し
た
同
研
究
集
会
の
実
績
報
告
が
あ
っ
た
。

編
集
報
告

（櫛
木
謙
周
委
員
）

『木
簡
研
究
』
第
二
人
号
の
編
集
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
頒
価
を
五
〇
〇

〇
円
と
す
る
提
案
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
『木
簡
研
究
』

へ
の
原
稿
募
集
に

つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

会
計

・
監
査
報
告

（吉
川
聡
委
員

・
西
山
良
平
監
事
）

吉
川
聡
委
員
よ
り
二
〇
〇
五
年
度
会
計

（
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
）
の
決
算

が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
西
山
監
事
よ
り
会
計
処
理
が
適
正
に
行
な
わ
れ

て
い
る
旨
の
監
査
報
告
が
な
さ
れ
た
。
前
年
度
以
前
と
比
較
し
て
良
好
な
状
況

に
あ
り
、
会
誌
収
入
も
持
ち
直
し
た
と
評
価
さ
れ
た
。
た
だ
、
予
算
よ
り
も
決

算
額
が
少
な
く
、
会
議
費

・
編
集
費
の
未
執
行
に
つ
い
て
改
善
さ
れ
た
い
と
の

意
見
が
付
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
吉
川
聡
委
員
よ
り
二
〇
〇
六
年
度
予
算
案
が
提
示
さ
れ
た
。

以
上
の
条
件
は
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
渡
辺
晃
宏
委

員
よ
り
大
和
北
道
路
の
現
状
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
寺
崎
保
広
委
員
よ
り

「平
城
宮

・
京
跡
の
木
簡
の
保
存
を
訴
え
る
声
明
」
の
条
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

承
認
さ
れ
た

（一
一五
〇
二
一五
一
買
の
会
告
を
参
昭
じ
。
引
き
続
き
、
役
員
改
選
が

行
な
わ
れ
、
立
候
補
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
古
尾
谷
知
浩
委
員
よ
り
全
員
留

任
の
提
案
が
あ
り
、
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。



研
究
集
会

報
告

（司
会
　
鷺
森
浩
幸
委
員
）

大
宝
令
施
行
直
後
の
衛
門
府
木
簡
群
―
藤
原
京
跡
左
京
七
条

一
坊
西
南
坪

出
土
木
簡
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
　
大
樹
氏

二
〇
〇
六
年
全
国
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
啓
介
氏

市
氏
の
報
告
は
、
藤
原
京
跡
左
京
七
条

一
坊
出
土
の
木
簡
群
に
つ
い
て
、
従

来
は
中
務
省
に
関
す
る
木
簡
群
で
あ
る
と
し
て
い
た
見
解
を
修
正
し
、
門
膀
木

簡
を
含
ん
だ
衛
門
府
に
関
わ
る
木
簡
群
と
し
た
報
告
で
あ
る
。
従
来
知
ら
れ
て

い
た
門
膀
木
簡
の
ほ
か
に
、
門
膀
申
請
木
簡
に
中
務
省
が
決
裁
文
言
を
追
記
す

る
こ
と
に
よ
り
門
膀
木
簡
と
し
て
機
能
す
る
タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。
ま
た
出
土
地
点
を
衛
門
府
に
比
定
し
、
そ
れ
以
後
の
平
城
京

。
平
安

京
に
お
い
て
も
衛
門
府
は

一
貫
し
て
宮
外
官
司
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
証
し
た
。

報
告
に
引
き
続
き
、
門
膀
木
簡
や
門
号
、
衛
門
府
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
議
論
が

行
な
わ
れ
た
。

浅
野
氏
の
報
告
は
、
二
〇
〇
六
年
出
土
木
簡
を
紹
介
す
る
も
の
で
、
七
三
件

の
木
簡
を
取
り
上
げ
た
。

右
記
の
報
告
の
う
ち
、
市
氏
の
報
告
は
論
文
と
し
て
本
誌
に
掲
載
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
浅
野
氏
の
報
告
で
取
り
上
げ
た
木
簡
の
多
く
も
報
文
と
し
て
掲
載

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ご
協
力
頂
い
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

◇

一
二
月
三
日

（日
）
（九
時
～

一
五
時
）

研
究
集
会

報
告

（司
会
　
吉
江
　
崇
委
員
）

観
音
寺
遺
跡

（一
一〇
〇
五
年
度
）
の
調
査
に
つ
い
て
　
　
　
　
大
橋
育
順
氏

観
音
寺
遺
跡

（一
一〇
〇
五
年
度
調
査
）
出
土
木
簡
　
　
　
　
　
和
田
　
率
氏

滋
賀
県
野
洲
市
西
河
原
宮
ノ
内
遺
跡

（七
次
）
の
調
査
　
　
畑
中
央
二
氏

野
洲
市
西
河
原
宮
ノ
内
遺
跡
出
上
の
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
大
橋
信
弥
氏

難
波
宮
跡
の
調
査
と
万
葉
仮
名
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
幸
夫
氏

西
大
寺
食
堂
院
跡
の
井
戸
と
出
土
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
晃
宏
氏

大
橋

・
和
田
氏
の
報
告
は
、
徳
島
県
国
府
町
所
在
の
観
音
寺
遺
跡
の
調
査
概

要
と
勘
籍
木
簡
を
含
む
二
〇
〇
五
年
度
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
紹
介
し
た
も
の
、

畑
中

。
大
橋
氏
の
報
告
は
、
滋
賀
県
野
洲
市
所
在
の
西
河
原
宮
ノ
内
遺
跡

（七

次
）
の
調
査
概
要
と
七
世
紀
末
か
ら
人
世
紀
初
頭
前
後
の
貸
稲
に
関
す
る
木
簡

群
に
つ
い
て
紹
介
し
た
も
の
、
藤
田
氏
の
報
告
は
、
難
波
宮
跡
か
ら
出
土
し
た

七
世
紀
中
頃
の
万
葉
仮
名
木
簡
の
紹
介
、
渡
辺
氏
の
報
告
は
西
大
寺
食
堂
院
跡

か
ら
出
土
し
た
寺
院
運
営
に
関
わ
る
木
簡
群
の
紹
介
で
あ
る
。
報
告
終
了
後
、

前
日
総
会
で
了
承
さ
れ
た
平
城
宮

・
京
跡
木
簡
の
保
存
声
明
柔
に
つ
き
、
字
句

を
修
正
し
た
も
の
が
配
布
さ
れ
、
渡
辺
晃
宏
委
員
に
よ
る
説
明
の
上
、
参
会
者

の
承
認
を
得
た
。
ま
た
昼
の
休
憩
時
間
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
韓
国

城
山
山
城
木
街
の
写
真
閲
覧
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
が
行
な
わ
れ
た
。

全
体
討
論

（司
会
　
山
中
　
章
委
員
）

二
日
目
の
報
告
内
容
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
積
極
的
な
質
疑

・

討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
最
後
に
舘
野
和
己
副
会
長
の
挨
拶
に
よ
り
閉
会
し
た
。



報冥

委
員
会

・
役
員
会
報
告

◇
二
〇
〇
六
年

一
二
月
二
日

（土
）

一
〇
時
半
～

一
二
時

於
奈
良
文
化
財
研
究
所
小
講
堂

総
会

・
研
究
集
会
に
先
立
ち
委
員
会
を
開
催
し
た
。
櫛
木
謙
周
委
員
か
ら
会

誌
第
二
人
号
の
編
集
経
過
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
頒
価
を
検
討
し
た
。
ま
た
、

事
務
局
か
ら
諸
会
務
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

引
き
続
き

一
一
時
よ
り
、
二
〇
〇
六
年
度
役
員
会
を
開
催
し
た
。
総
会

・
研

究
集
会
、
会
誌
第
二
人
号
の
編
集
、
会
務
、
会
計
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
評

議
員
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
た
ま
わ
つ
た
。

◇
二
〇
〇
七
年
六
月
六
日

（水
）

一
四
時
～

一
七
時

於
奈
良
文
化
財
研
究
所
小
講
堂

以
下
の
条
件
に
つ
い
て
、
報
告

・
協
議
が
行
な
わ
れ
た
。

１
会
務
に
つ
い
て
。
常
任
委
員
の
委
嘱
、
会
員
の
異
動
、
常
任
委
員
会
な
ど

の
開
催
、
韓
国
木
簡
学
会
と
の
資
料
交
換
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
２
入
会

審
査
。
入
会
申
込
者
人
名
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。
３
九
州
特
別
研
究
集

会
実
績
報
告
。
実
績
報
告
書
の
提
出
を
受
け
て
会
計
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

４
二
〇
〇
六
年
度
会
計
報
告

。
監
査
報
告
。
会
計
、
監
査
の
報
告
お
よ
び
会
誌

販
売
促
進
策
な
ど
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
な
わ
れ
た
。
５

『木
簡
研
究
』
第
二

九
号
の
編
集
に
つ
い
て
。
編
集
体
制

。
編
集
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

６
第
二
人
回
総
会

・
研
究
集
会
に
つ
い
て
。
日
程
お
よ
び
内
容
の
確
認
、
韓
国

木
簡
学
会
と
の
交
流
に
つ
い
て
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。
７
三
〇
周
年
記
念
事
業

と
次
期
特
別
研
究
集
会
。
研
究
集
会
を
三
〇
周
年
記
念
と
銘
打
ち

一
般
向
け
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
付
加
し
て
実
施
す
る
方
向
で
検
討
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
特
別

研
究
集
会
は
予
定
通
り
に
二
〇

一
〇
年
に
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
８
大

和
北
道
路
問
題
と
平
城
京
遷
都

一
三
〇
〇
年
祭
問
題
。
現
状
に
つ
い
て
情
報
交

換
を
行
な
っ
た
。

◇
二
〇
〇
七
年

一
〇
月
二
二
日

（月
）

一
四
時
～

一
七
時

於
奈
良
文
化
財
研
究
所
管
理
部
会
議
室

以
下
の
条
件
に
つ
い
て
、
報
告

・
協
議
が
行
な
わ
れ
た
。

１
会
務
に
つ
い
て
。
会
員
の
異
動
、
常
任
委
員
会
な
ど
の
開
催
、
韓
国
木
簡

学
会
と
の
交
流
、
名
簿
の
作
成
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
２
入
会
審
査
。
新

入
会
申
込
者
八
名
に
つ
い
て
、
第
二
回
委
員
会
に
引
き
続
き
審
査
を
行
な
い
、

人
名
全
員
に
つ
い
て
入
会
を
承
認
し
た
。
３
会
計
報
告
。
二
〇
〇
七
年
度
会
計

中
間
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
度
予
算
案
を
検
討
し
た
。
４
編
集

報
告
。
『木
簡
研
究
』
第
二
九
号
の
編
集
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
５

第
二
九
回
総
会

・
研
究
集
会
に
つ
い
て
。　
三

一月
に
開
催
す
る
本
年
度
の
総

会

・
研
究
集
会
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
、
実
施
要
頂
を
決
定
し
た
。
ま
た
、

韓
国
木
簡
学
会
会
長
ご

一
行
の
招
聘
に
つ
い
て
、
役
割
分
担
な
ど
を
決
定
し
た
。

６
三
〇
周
年
記
念
事
業
。
第
二
回
委
員
会
で
検
討
し
た
記
念
事
業
を
、
二
〇
〇

九
年
度
研
究
集
会
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
７
次
期
特
別
研
究

集
会
。
候
補
地
の
選
定
を
行
な
い
、
仙
台
を
最
有
力
候
補
地
と
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（鶴
見
泰
寿
）




